






の̂うとき･ニュース

人 の う こ き

三 村 勝 一 氏

柊 原 健 呪 氏

伊 豆 山 健 夫 氏

ユ ー ス

東芝絵研に就職 ､

名大理.物理 S研教務声に就職

仏包 ICentred′Etudes Nucle'ares de

Sacl･ayに移砂 (来年 6月まで)

｢物性研究特派貞制度の新設について｣

編 集 部

太誌は物 性関係の興味あ りそ う脅研究会についての案内や報告を抱戟 し,読

者を益するよう努めて来せしたが,今度襲陀充実した研究全教告を提供する こ ･

とを目的として特派員制度を設けることに祭 りまし允 O これ揺従来続集部で適

宜適当奇人に依頼して研究筆帝告を番tハて貰 っていたや り方を一歩進め,広 く

読者の隈から取崩すべき研究会の腹案を募 り,又報告恵に希って頂こうとレ､う

制度ですO

新資金.の成果が参加者だけに独占されるので脅.く,特派員の生 き′生 きとした

報告によって誌面を通して読者にも分かたれ,広 く物性研究を促進する一助と)

舟ることを慮 ってお ります O つ きましては下記の様に特派員を募集しますので,

趣旨にど賛同の上,競艇的にと応募下さいます様･又適任者に太制度繁と紹介
下さいます様か旗い致しますLt

記

米 )

1.対象と売る研究会 :基研研究会 を 除 く

2.･義務､:提案する研究会に参加し,研究会報告原稿 (特派員の報告oその他

できれば講演要旨をどを編集した もの)を編集部に研究会終了後 2カ月昼内
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･ ニュ･丁ス .プVで 1)ン ト案内

に提出すること0
～～

5.謝礼 :研究会参加旅費 (下記 4 ･b告考慮 し,基研旅費規定に準じる)と

編集料 (5000 (+a )円)が原稿受穿時に支給さーれる｡

4.応募手続 き:研究会の行方われ そ前の編集会議 (毎月 20日頃行方 う)で

の春蚕VE間に合 う羊う応募書類を編集部あて提出すること｡ 応募者野は最低

次の三項 目を含むこと｡

a) 提案理由 (研究会が興味あると思われる点についての提案者の説明)

b) 参加計画 (研究会の鞄僻顔所 ･日軌 本制度L;j外か やの参加費補助の有

無)

o)略歴 (特派員 としての資質を示すの泥足 りる程度の研究歴を含むことが/

望ましい)

5.審査 ･決定 :予算と編集の都合か ら,応募やミある度に編集会議で審査 ･･決

定し,本人に通知すそ｡

栄)基研研究会では くわしい研究会報告を物性研究に鞄戟するのが世

話人に義夢づけ ちれてい Z､ので,特派卓を設ける必要なしと判断し

ましたO

プ レプリン ト寮内

〔東北大 ･工 ･′応物,穫〕

･o EstiⅡ.ates fof theCritioalG･ap =ndeX for theThree

DimenSic,PalSpir 1/2ⅩY Model. (R.Ⅴ.DitZiiarland

D.D.BettS)I

oExacもfIigh TemperatureSeriesjExpansions for.theXY

Model･ (D･D･Bet'ts'C･J･EIliotも.and M･H/Lee)
oZntroductibr7tO王)hase､TransitiorとSalld CriもioalPher!C一

皿ena (H.､E.Sもanley)
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プレプリジ ト案 内

c Theory,OfSr)lnOdalDecomposltior11nAlloys

(J.S.Langer)

o CrlもioalPolrl七s inMultioomPOnent Systems

(R.B.Griffithsand J.C.Wheeler)

c criも1CalMagneもlCRelaxat10n - Q,uasl-Coilecもivpe

M(1de arld 工vrlam1C Scalir7.ど- (K_.Tonltatar7d T.Kawasakl)

-L O ErgodlClty,Cor!stants c･fMcも10r7,aridBounds f｡r

SusceptIbllltleS (班.Suzukl)

o Note t7r,Cooll叩 byAdiabaも1C比a即 etlZation o圭一Cu(NOB)2

2･5H20 (M･Taohiki,T･Yamada arld SIMaekawa)

o Singular=nitialCoTldltiQnS ar)rd Nor1-ErgcdlCltv of

AnharmOnlC(〕sclllatOrSystems - A CrltlCisⅡ of

ccrnpu七er且Ⅹperl皿ents - (M.=rlOue)

c Frequency Shi土■tarld.DampiTlg ln Anhar皿Cfnic Osclllai:･C･r

SystenS (M.工noue)

o A DynaにlCModel of t_heSlaterK.p.I.FerTOeleciT,rlC

(R.D.=rvine)

o Statistical Quasi-Particles,EtffeGtlVeGreer31sFuIICも-

1OnS,arld Landau DescrlPもIO'rlS OfQ,uarltu旺 Llquitd.s 1.

=mpurltySystems at Equlllbrium (R.Bai ietrland C.De

Dcもmirlicis̀)
' ＼

o Analy′ticRelatlOrlShlpS betwe(ert theperccち1at1C)r?arモd
yi

Colcuri‡｢gPrc?blemS and OtherGraph-Theoretical

ProbiemSAssociatedwithRegularPlar,arLattices

(H.N.Ⅴ.TeⅡ.Perleyl

oFree Sl〇lnMagrlet1C:Behavler Of t也eOrTeBl汀er,Sl(1rlal

NearNelghtorHuゎt:ardModelElectro‡1SysteⅡ.

(J.ち.SQkol(つi-f1
I

0 SplIIWaves irta SlつIrl-PairSystem and_1‡1a SysteⅡ.of

旭egnetIC=0‡1SWith LargeArllSOtror)yf3rすergy
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プVプT)ンT.案内

(班.Te'chiki, T二Ya吐ada ar'd /LC_Ma白ka示al

oGreer)tsF･-drTCtio･r7Theory ofMagr!etic Relaxation 工Ⅴ.

- CriticalBehavic.･r ofParaIコagnetic ReBOnanCe1. -

(K.Tm ita and T.KaWaSak主)

c Visibility ofCritical Expon昏n七 ReIユOrmali乙aticr!

(M.耳.Fisher and P.耳.Sc･esrley)

c DiagrammaticRepAreSerltatiorlCyf the Two-S°irtCOrrela一

七i(叩 Fbpctior卜for th_eG･e土1eralized Heiser,bergMc)eel

(H.E･.S七ar･ley ar?hd班.Howard Lee)

c CLmund EItate互:rlergy O.f the Gr.e-Dlmer!SIOr,alElectrorI

Sysもem vith Shぐrt-Rar3geErlteractiL⊃rl工.

(M.TakahaShl)

o Splr Correleもion Functionsat Hlgh Temperatures

(M.BluRm ar° ∫.HL._beard)

〔東北大 ･エ ･応埋,守田〕

d The CalculatICTJn OfCurrerlも Ccrrelat10nS lm Classfcal

FluidsVia Mくつdeled_Klr?etic茸quati亡きrlS

(J.J.Duderstadtar!dA.Z.Akcasu)

o StatISもICal Q,ua.si-PaTl,ユCles,耳壬■faCtlVeGreerl-s

Fupotions,ar,a Larldau i:･eSCrlPtlOrlS Of Quar-もum Llquids

l.Impurity SysもeIESat Equillbitlum

(Ballar!arld C.I)e I)cm1r71CIS)

〔東大 ･教養 ･物理〕

c ThecT･rV Off!.am∂T.Scattering byMagnle七IC ExcitaもionS

ln Ferromagr,etIC TrarlSlt1C,r7Meiもals (A.Kawabata)

oarc,und StateF,r7ergV Cf theOr7e-Dimerは10rほiFl1ectrori

Sysもem With ShorもーRange =r!teractICm 工.

(班.Takahashl)

/
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プレプリント案内 ･編集後記

,oMany-Body ‡)roblem Cf Atractive F.-ermionswith Arbitra~

ry Spirlin OrleDimer!Sion (班.Takahashi)

編 集 後 記 -

｢物性研究｣について,皆さんがどのようにか考えに食っているかけ,編集

部として常々気に在ることですo a

先 日ある大学を訪れた とき,若い研究者に意見を聞きます と, ｢今時,こん

な大 らか夜雑誌があるのは珍しい｡貴重を存在であるO｣ と云われましたO 貴

重かどうかぼ色々意見もあ りましょうが,大 らかで特異葱存在であることは'事

実であろうと思いますC,私共控臭突と自由を愛す妄精神を基礎として,何 とか

よい意味でこのよIF)を存在で奉るよう, ｢物埋研究｣を盛 り立てて行尊たいと

思いますT.しかし,活き馬の目を抜 くよう杏烈しい競争下にあそ研究界(･n=おい

て, 代｢扱 性研究｣卑しで も物性研究にも三上 も幽 ら舟い.のが ｢物性研究｣,

と云 うことでは先は知れています｡私は ｢物性研究｣杏Lでは物性翫究が出来

費いよう骨 ものであるべ きだとt･1,いささか も考えませんが, ｢物性研究｣夜

Lに物性研究をすると,どうも不便だ,物足 りをい,腹のふ くれそ思いがする

一 ･そ F)云 うもので象ってほしいと思 っています ∴

今号の編集会議で括,別線のようを特派貞制度を新たU7=設けることが決ま り

ま したOまた京都編集夢と各地編廉員の交蔀を含めた ｢読者の会｣とでも云 う

べ きもq)を匪いた らどう′か-と云･う意見がかねがねあ り膏したが,まず事始めに,

各地編集員を含めた編集委員会を,来る 9月＼25日午前 11時より,日本物 理

学会鉦会々場で馳 くことにしました言これ折閉 じた全七はあ りませんので ,柄

集委員L;j外の方 も ｢物性研究｣ の編集や , あ り,方に衛意見をお持ちの方打是非

御出席下さい｡

1をか,新たに阪大基礎工宮城氏と阪大工興地氏忙各地編集貞をか願いするこ

とVC凍 りました｡ :

6･月26日
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